
レジメン名：DLd (皮下注) 療法  
 
【適応癌腫】 多発性骨髄腫症 

【1 コースの期間】 28 日  【最大コース数】 - 

【催吐性リスク】 最小   

※1～2 コース目 

 

 

 

 

 

21 日まで 



 

※3～6 コース 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

21 日まで 



※7 コース目以降 

 

 

 
 

 
 

 

 

【備考】 

 腎機能に応じたレブラミドの投与量。 

  ・30<CCr<60mL/min：10mg/day(忍容可能であれば 15mg も可) 

  ・CCr<30mL/min：5mg/day 

  ・透析症例：5mg/day(HD 日は HD 後)  

 Infusion reaction に中止が必要。 

 ST 合剤、アシクロビルの予防投与が推奨。  

21 日まで 


